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1. Kobori Research Complex

 
１．はじめに 

鈴木ほか（2022）では，1923年関東地震の震度インバージョン解析による短周期エネルギー分布（神田・加

藤，2019）を用いて，6つの強震動生成域（SMGA）から成る断層モデルを構築した。図1に示すように，震

度を説明するSMGAは既往の波形インバージョン（例えば，Sato et al., 2005）によるすべりの周辺にあるも

のが多いが，東京湾北部のSMGA（SMGA5）は外れた位置にある。そこで本報では，震度や地震動への影響の

観点から東京湾北部のSMGAについて考察する。 

 

２．震度インバージョンへの影響 

神田・加藤（2019）で設定された断層面は東京湾北部を含むが，既往の波形インバージョンの断層面は東京

湾北部を含まない。そこで，東京湾北部を含まないように断層面を南部に限定して震度インバージョン解析を

実施した。震度の評価誤差は神田・加藤（2019）よりも大きく，加えて短周期エネルギー分布は歪んでお

り，精度が得られなかった。震度の再現性の観点からは東京湾北部まで断層面を設定する必要があると考えら

れる。 

 

３．短周期地震動への影響 

次に，鈴木ほか（2022）で震度を評価した統計的グリーン関数法による短周期地震動について，各SMGAの寄

与を検討した。K-NET横浜（KNG002）では三浦半島のSMGA（SMGA3）の寄与が最も大きく，東京湾北部の

SMGAの寄与は小さかった。一方，東京湾北部付近のK-NET篠崎（TKY025）では東京湾北部のSMGAの寄与が

最も大きかった。東京の短周期地震動の評価においては東京湾北部のSMGAが必要であると考えられる。 

 

４．長周期地震動への影響 

最後に，東京湾北部のSMGAの有無による長周期地震動（周期2～5秒）の違いを三次元差分法で検討した。断

層モデルは鈴木ほか（2022）と同じであり，SMGAと同じ位置から長周期地震動が励起されると仮定した。地

盤モデルの設定と検証については渡辺・加藤（2016）に示している。短周期地震動とは異なりK-NET横浜と

K-NET篠崎で共通の傾向を示し，どちらの地点でも長周期地震動は東京湾北部のSMGAの有無で殆ど変わらな

かった。より広域の今村式強震観測点の本郷，仙台，高田，岐阜でも同様の傾向が認められた。観測記録（横

田ほか（1989），武村ほか（1995），武村・野澤（1996），武村ほか（1994））と比較すると，本郷，仙

台，高田で概ね同程度，岐阜でやや過小であった。 

 

５．まとめ 

1923年関東地震の震度の再現や短周期地震動の評価を行うためには東京湾北部のSMGAが必要であるが，この

SMGAが既往の波形インバージョンで見られないのは長周期地震動への感度が小さく観測記録の再現性に影響

しないためと考えられる。 
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